
令和２年度愛媛県高等学校総合体育大会　高体連卓球専門部組合せ規程
令和２年４月１5日

１ 個人ポイント（レーティング）を採用する。
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・ 初期値は、男子が1500点、女子が1400点とする。
・

・

愛媛県高等学校体育連盟主催の大会については、下記の規程に基づいて組合せを決定する。

個人ポイントの対象となる大会は、県高校総体、高校総体地区予選、県新人大会、新人大会地区予選、県高校選抜大会、県選手権、選手権地
区予選、国体選考会、全日本ジュニア県予選、県中学総体とする。（団体戦でのシングルスの試合の結果も含まれる。）

団体戦は、大会の団体戦にエントリーしている選手のうち、個人ポイントが上位の4名の合計をチームポイントとする。

県総体のシードは以下の通りとする。

団体戦は、第１～１２シードまでを決定する。第１～４までは前年度の選抜団体ベスト４のチームを対象にチームポイント順に、第５～１２
まではチームポイントを考慮して専門部の話し合いにより決定する。残りは抽選ソフトを用いて決定する。

新入生については、中学３年次の県中学総体シングルスで四国総体に出場した選手は以下のア、イの内高い方を個人ポイントとする。
　ア　２に定める大会に出場した際、計算した個人ポイント。
　イ　全国大会シングルス（全国中学総体、全日本ジュニア）出場者は初期値＋１５０点、ブロック大会シングルス（四国中学総体、四国卓球選
手権ジュニア）出場者は初期値＋５０点。

ダブルスは、二人の個人ポイントの合計をペアポイントとする。

ダブルスは、第１～１２シードまでを決定する。

ペアポイント９～１２位で抽選により第９～１２シードを決定する。

ペアポイント１位～８位まででポイント順に第１～８シードを決定する。

個人ポイント１位～１６位まででポイント順に第１～１６シードを決定する。

※同一校所属選手の振り分けについても考慮する。

レーティング差

シングルスは、第１～２４シードまでを決定する。

個人ポイント１７～２４位で抽選により第１７～２４シードを決定する。

レーティングについては、JTTAで採用しているものを基準として、愛媛県高体連卓球専門部で改訂したものを用いる。

※同一校所属選手の振り分けについても考慮する。
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レーティング計算表

初期値以下の高校2年生、3年生の選手については、毎年4月1日に50点加算する。ただし、加算によって到達する上限は初期値を超えないもの
とする。
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